
矢板施工方法説明・比較表 
●最適  ◎適  ○普通  △場合による  ×不適 

機械による山留工 
施工法 

バイブロハンマ工 高周波ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏ工 超高周波ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏ工 ｼﾞｪｯﾄ併用ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏ工 ｼ゙ｪｯﾄ併用高周波ﾊ゙ｲﾌ゙ﾛﾊﾝﾏ工 油圧圧入工 ｱｰｽｵｰｶﾞ併用圧入工 ﾛｯｸｵｰｶﾞ併用圧入工 ｼﾞｪｯﾄ併用圧入工 ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ併用ﾊﾞｲﾌﾞﾛ 

施工法 

振動機の上下振動によって

矢板を打ち込む工法。 

振動機の周波数をより高

くする事により地盤播す

る振動を低減する打込工

法である。 

油圧振動シリンダーを使

う事によって従来の高周

波よりも周波数を高くし、

地盤振動をさらに押えて

打込む工法である。 

高圧水力の噴射により鋼

矢板と地盤の抵抗を切除

しバイブロハンマによっ

て打込む工法である。 

高周波ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏを使う事

でｼﾞｪｯﾄ併用ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏよ

り、地表面での振動を押え

て打込む事のできる工法で

ある。 

圧入機械重量及び打込矢板

等に貫入反力をとり、油圧

ｼﾞｬｯｷの伸縮動作で矢板等

打ちむ工法である。 

ｵｰｶﾞｹｰｼﾝｸﾞを鋼矢板にそわ

せて貫入し、ｵｰｶﾞﾏｼｰﾝを回

転させながら鋼矢板の圧入

を行なう工法である。 

内部ｽｸﾘｭｰ、及び外部ｹｰｼﾝｸﾞ

でした後、ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸを注入し

ｽｸﾘｭｰ、及びｹｰｼﾝｸﾞを引抜い

た後鋼矢板を自重またはこ

れに補足荷重を加えて圧入

する工法である。 

高圧力水噴射により鋼矢板

と地盤の抵抗を切除し、圧

入していく工法である。 

全施回型ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工 

法により、砂と置換えし、

その後圧入工法により、鋼

矢板を建込む。 

施工略図 

       

粘 性 土 ● ● ● － － ● － － － － 

砂 質 土 ● ● ● ○ ○ ◎ ● － ● － 

砂礫及び玉石 × × × △ △ × × △ △ ● 

風化花崗岩 × × × △ △ × × ● × ● 

土 

質 

条 

件 

岩 × × × × × × × △ × ● 

騒音 

大きな騒音が発生する ﾊﾞｲﾌﾞﾛほどではないが振

動音が発生する 

高周波ﾊﾞｲﾌﾞﾛに比べて小

さい 

振動音にﾎﾟﾝﾌﾟ駆動音が混

同されﾊﾞｲﾌﾞﾛ系では最も

騒音が発生する 

振動音とﾎﾟﾝﾌﾟ駆動音が発

生する 

ほとんど発生しない ｵｰｶﾞ掘削時にかなりの摩擦

音が発生する 

ｵｰｶﾞ掘削時に非常に大きな

摩擦音が発生する山留め工

法の中では最も大きい 

圧入時、ｼﾞｪｯﾄﾎﾟﾝﾌﾟ駆 

動音が発生する 

ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ施工時に、ﾊﾝﾏｸﾞ

ﾗﾌﾞで掘削中に発 

生する 

振動 

かなりの振動が発生する ﾊﾞｲﾌﾞﾛよりも小さい ﾊﾞｲﾌﾞﾛ系では最も振動が

小さい 

かなりの振動が発生する ｼﾞｪｯﾄ併用ﾊﾞｲﾌﾞﾛよりも小

さい 

全く発生しない ほとんど発生しない 山留工法の中で最も振動が

発生する 

ほとんど発生しない ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ施工時に、ﾊﾝﾏｸﾞ

ﾗﾌﾞで掘削中に発 

生する 

２次公害 
振動、騒音が大きく周辺建

造物へ影響の恐れ有り 

左に同じ ﾊﾞｲﾌﾞﾛ系では最も問題が

少ない 

多量の汚濁水が発生する 左に同じ 問題なし 杭打機周辺がかなり汚れる 市街地の場合、十分検討が

必要である 

多量の汚濁水が発生する 鋼管を引抜くため、周辺へ

の影響大 

施工時間 小 小 小 小 小 中 中 大 小 大 

地盤への影響 

ﾊﾞｲﾌﾞﾛ系では最も振動が大

きい為、かなり地盤への影

響が大きい 

ﾊﾞｲﾌﾞﾛよりも影響が小さ

い 

超高周波によりﾊﾞｲﾌﾞﾛ系

では地盤への影響が 

最も小さい 

ﾊﾞｲﾌﾞﾛと高圧力水により

かなり地盤を緩める 

左に同じ ほとんど影響しない ｵｰｶﾞでかき回す為、削孔充

てんが重要 

左に同じ ｼﾞｪｯﾄ水で地盤を緩める 鋼管を引抜くため、周辺へ

の影響大きい 

周辺への影響 

かなりの振動、騒音の為、

住居地域での使用は困難 

左に略同一なるもやや軽

減される 

ﾊﾞｲﾌﾞﾛ系では最も影響が

小さい 

汚濁水、振動、騒音等によ

り住居地域での使用は不

可 

左に略同一なるもやや軽減 ほとんど影響しない 一般的に問題が少ない 居住地域では不可 汚濁水処理がポイント 施工ｽﾍﾟｰｽが広く、交 

通への影響が大 

適応地盤 

N≦50の粘性土 

砂質土 

N≦50の粘性土 

砂質土 

N≦50の粘性土 

砂質土 

N≦10/50の岩盤まで N≦10/50の岩盤まで N≦30の粘性土 

砂質土 

N≦50の粘性土 

砂質土 

玉石含有率の少ない玉石混

り砂礫層 

qu=500㎏f/c㎡以下の岩 

N≦50までの土質 

玉石含有率の多い、玉石混

り砂礫岩盤強度が高い場合 

施 
 
 

工 
 
 

条 
 
 

件 

使用機械 機械式ｸﾚｰﾝ 機械式ｸﾚｰﾝ 機械式ｸﾚｰﾝ 

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ 

＋ 

機械式ｸﾚｰﾝ 

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ 

＋ 

機械式ｸﾚｰﾝ 

圧入機 

＋ 

機械式ｸﾚｰﾝ 

ｵｰｶﾞ圧入機 

ﾛｯｸｵｰｶﾞﾏｼﾝ 

＋ 

圧入機 

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ＋圧入機 

＋機械式ｸﾚｰﾝ 

ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ機 

＋ 

圧入機 

工    費 安 安 安 安 安 中 中 高 中 高 

長    所 

施工速度が速く、Ｎ値50程

度の土質まで打込が可能で

ある。 

工費は機械打の中では最も

安い。 

ﾊﾞｲﾌﾞﾛよりも振動、騒音が

小さい。 

ﾊﾞｲﾌﾞﾛ系では最も振動音

が小さい。 

ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄを併用する事

により、硬い地盤にも対応

できる。 

ﾊﾞｲﾌﾞﾛ系では最も硬質地盤

への対応が可。 

幅広い土質に対応できる。 

振動、騒音がほとんどなく

２次公害を発生する事も少

ない。 

圧入に比べ、より幅広い土

質に対応でき、施工速度も

速い。 

硬質地盤への圧入が可能で

ある。 

圧入に比べ、幅広い土質に

対応できる。 

巨大転石、玉石の含有率の

多い場合、および高強度の

岩盤に対して採用。ｵｰﾙｹｰｼ

ﾝｸﾞの施工精度が良く、砂置

換えであるため、確実に施

工できる。 

短    所 

打込の際、かなり激しい振

動と騒音が発生し構造物へ

の影響も大きい。 

ﾊﾞｲﾌﾞﾛほどではないが振

動、騒音が発生し周辺への

影響を伴う。 

工費がﾊﾞｲﾌﾞﾛに比べて割

高である。 

振動、騒音に加えて汚濁水

が発生し、２次公害を引き

起こす恐れがある。 

多量の水の供給源が必要

である。 

工費がｼﾞｪｯﾄ併用ﾊﾞｲﾌﾞﾛよ

りも割高である。 

汚濁水による２次公害を引

き起こす恐れがある。 

多量の水の供給源が必要で

ある。 

Ｎ値が 15 程度までしか対

応できない。 

ｵｰｶﾞ掘削時にかなり地盤を

乱す。 

騒音を伴う。 

油圧圧入に比べて工費が割

高である。 

施工速度が遅く、騒音、振

動が非常に大きい。 

工費がｵｰｶﾞ併用圧丹生に比

べてかなり高い。 

汚濁水などの２次公害が発

生する。 

多量の水の供給源が必要で

ある。 

施工ｽﾍﾟｰｽが広く、地盤沈下

等周辺への影響が大きい。 

評    価 × × × × × × × △ × ○ 

  一般に埋立土層内には、鉄片が多く含まれており、確実に障害物が撤去できるｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ全施回型工法により、砂と置換えを行う。その後、油圧圧入工法鋼矢板を圧入するのがよい。 



 

鋼矢板の打込み可能長 

鋼矢板の打ち込み可否は、打込み力と打込み抵抗及び鋼矢板の材料耐力から決まります。打込みが可能になるためには、打込み力が打込み抵抗を上回り、かつ打込み力が鋼矢板の材料耐力を超えないことが必要となります。 
打込み力は、施工方法と施工機械の打込み能力により決まり、打込み抵抗は、地盤条件、打込み長さ、鋼矢板の断面寸法、施工方法により変化します。 
したがって、鋼矢板の打込み可能長さは、種々の要因により異なりますので、定量的な算出は容易ではありません。 
ここではバイブロハンマ工法と油圧圧入工法について、鋼矢板の施工機械メーカーを中心とした各協会が経験的に定めている打込み可能長さの目安とその適用地盤条件（砂質土の場合）を下表に示します。なお、これらの打込み可能長さは目安

ですので、打込み可否判定は、個別の条件に照らして検討する必要があります。 
また、長尺矢板の場合や硬質な砂礫地盤や粘性土地盤等に打ち込む場合には、施工現場付近の施工実績調査や試験打ちの実施により打込み可否判定を行うことが望ましい。  

 
バイブロハンマ工法による打込み可能長さの目安 （バイブロハンマ工業会技術資料） 

適用地盤条件（砂質土） 
工法 鋼矢板型式 

打込み可能長さ（目安） 

(m) 最大N値 平均N値 

Ⅱ、Ⅱw 10 20以下 8以下 

Ⅲ、Ⅲw 17 30以下 12以下 

Ⅳ、Ⅳw 22 40以下 16以下 

ⅤL 27 50以下 20以下 

単独工 

ⅥL 32 50以下 20以下 

Ⅱ、Ⅱw 14 40以下 16以下 

Ⅲ、Ⅲw 21 60以下 24以下 

Ⅳ、Ⅳw 26 80以下 32以下 

ⅤL 31 80以下 40以下 

ウォータージェット併用工 

ⅥL 36 80以下 40以下 

 
油圧圧入工法による打込み可能長さの目安 （全国圧入協会技術資料） 

適用地盤条件（砂質土） 
工法 鋼矢板型式 

打込み可能長さ（目安） 
(m) 最大N値 平均N値 

Ⅱ、Ⅱw 10 20以下 8以下 

Ⅲ、Ⅲw 15 30以下 12以下 

Ⅳ、Ⅳw 20 30以下 12以下 

ⅤL 25 30以下 12以下 

単独工 

ⅥL 30 30以下 12以下 

Ⅱ、Ⅱw 12 40以下 16以下 

Ⅲ、Ⅲw 18 50以下 20以下 

Ⅳ、Ⅳw 23 50以下 20以下 

ⅤL 28 50以下 20以下 

ウォータージェット併用工 

ⅥL 33 50以下 20以下 
  
 資料提供 （有）ソリデンス 



山 留 め 工 法 比 較 表 
工
法 

親杭横矢板土留め壁 鋼矢板土留め壁 鋼管矢板土留め壁 柱列式地下連続壁 地 下 連 続 壁 泥 水 固 化 壁 ｿ ｲ ﾙ ｿ ﾒ ﾝ ﾄ 壁 深 礎（立坑想定） 井筒 （立坑想定） 

イ 

メ 

ー 

ジ 

         

構 
 

造 

Ⅰ形鋼、H形鋼などの親杭を、1

～2m間隔で地中に打ち込み、ま

たは穿孔して建て込み、掘削に

伴って、親杭間に木材の横矢板

を挿入していく土留め壁。 

U形、Z形、直線形、H形等の断

面の鋼矢板を、継手部をかみ合

わせながら、連続して地中に打

ち込んだ土留め壁。 

形鋼、ﾊﾟｲﾌﾟなどの継手を取り付

けた鋼管杭を、継手部をかみ合

わせながら、連続して地中に打

ち込んだ土留め壁。 

柱の中に、鉄筋かごや形鋼を挿

入した場所打ちのﾓﾙﾀﾙ柱を連続

して地中に作った土留め壁。 

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ溶液あるいはﾎﾟﾘﾏｰ安定

液の地盤安定作用を利用して地

盤を掘削しｺﾝｸﾘｰﾄを打ち込ん

で、現場で鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁を連続

して地中に作った土留め壁。 

地下連続壁と同様にﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ溶

液を用いて掘削したﾄﾚﾝﾁ中に H

形鋼、鋼矢板、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ板等を挿

入し、その後安定液中に固化剤

を混合して安定液を固化させた

土留め壁。 

柱列式地下連続壁のﾓﾙﾀﾙの代わ

りに、ｿｲﾙｾﾒﾝﾄを用いた土留め

壁。 

掘削しながら、波形の鋼板およ

び、H鋼を人力で設置する土留め

壁。 

鋼かくや、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄを地上で

組立て、自重および、ｱｰｽｱﾝｶｰ

で、掘削しながら、地中に落し

込み、土留壁を作成する。 

工 

法 

特 

徴 

(a)遮水性がないため、地下 

 水位の低下が問題となる 

 場合には補助工法なしで 

 は利用できない。 

(b)根入部が連続していな 

 いため軟弱地盤への適用 

 には限界がある。 

(c)一般に、掘削に伴い挿入 

 していく横矢板と地盤と 

 の間に隙間が生じやすい 

 ため、他の土留め工に比 

 べ、地山の変位は大きく 

 なりやすい。 

(a)一般に遮水性が良好で 

 ある。 

(b)たわみ性の壁体である 

 ため、通常壁体の変形は 

 大きくなる。 

(c)矢板の打設に際して騒 

 音・振動が問題になるこ 

 とがある（最近では、低 

 騒音、低振動の鋼矢板圧 

 入工法が利用されてい 

 る）。 

(a)一般に遮水性が良好で 

 あり、地下水位の高い場 

 合にも利用できる。 

(b)剛性が大きいので、地盤 

 の変形を極力低減したい 

 場合や大規模な土留め工 

 に利用できる。 

(c)打設に関しては鋼矢板 

 の(c)に同じ。 

(a)低騒音、低振動の施工が 

 可能である。 

(b)剛性が大きいので、地盤 

 の変形を極力低減したい 

 場合に利用できる。 

(c)一般に遮水性は高いと 

 考えられているが、杭間 

 の接続に留意した杭配置 

 にしないと杭間から土砂 

 が流出して所期の目的が 

 得られないことがある。 

(a)低騒音、低振動の施工が 

 可能である。 

(b)剛性が大きく、地盤の変 

 形を極力低減したい場合 

 に利用できる。 

(c)本体壁の一部として利 

 用されることがある。 

(d)泥水処理設備が必要で 

 ある。 

(a)地下連続壁工法では、不 

 要となった安定液の処理 

 が問題となるが、この工 

 法は安定液を固定させる 

 ことにより積極的に土留 

 め壁の一部として使用す 

 る工法である。 

(b)施工条件が工費に大き 

 な影響を与えるので採用 

 にあたっては検討を要す 

 る。 

(a)遮水性がよく、断面性能 

 も柱列式地下連続壁と同 

 等と考えられる。 

(b)現地盤の土砂をｿｲﾙｾﾒﾝﾄ 

 の材料として用いるが、 

 この材料としての地盤種 

 別により性能に差が生じ 

 るので注意が必要。 

(a)大型機械を必要とせず 

 施工ｽﾍﾟｰｽが小さい。 

(b)障害物の撤去が可能で 

 あり、玉石、転石、岩盤 

 等何でも施工可能。 

(c)遮水性が無く、掘削する 

 には、自山の自立が必要 

 であり、補助工法を併用 

 する必要がある。 

(a)周辺地山を引き込みや 

 すく、背面地盤の変状に 

 より、家屋への影響が大 

 きい。 

(b)大規模な施工ｽﾍﾟｰｽが必 

 要である。 

H 鋼杭の打ち込み、または埋込

みが安易で、地下水位が低い比

較的良好な地盤の場合。 

鋼矢板の打込み、または埋込み

が安易で、地下水位が高く軟弱

な地盤の場合。 

鋼管矢板の打込み、または埋込

みが安易で、地下水位が高く軟

弱な地盤の場合。 

大規模・大深度の掘削の場合。 

玉石・転石などのない地盤で、

振動・騒音により H 鋼、鋼矢板

の打込みができない場合。 

大規模・大深度の掘削で、背面

地盤の変形を防ぎ、振動・騒音

を低く抑えたい場合。 

地下連続壁より、小規模な掘削

に使用。 

低騒音・低振動で、背面地盤の

変形を防ぎたい場合。 

玉石・転石などのない地盤に採

用。 

鋼矢板に比べ、断面性能が高く、

背面地盤の変形を防ぎたい場

合。 

施工ｽﾍﾟｰｽが狭く、立坑平面形状

が小さい場合。 

地中障害物が多い場合。 

地下埋設物がなく、施工ｽﾍﾟｰｽ

が広い場合、壁体を躯体として

使用する場合。 
適 

応 

性 

ヤード200m2 ヤード200m2 ヤード300m2 ヤード200m2 ヤード600m2～700m2 ヤード400m2～500m2 ヤード300m2～400m2 ヤード100m2 ヤード300m2～400m2 

当
該
工
区
で
の
適
用 

滞水地盤であるため、検討から

除外。 

補助工費大。 

現場の作業ｽﾍﾟｰｽが狭く、施工

不可能である。 

遮水性が良く、経済性に優 

れ小規模の山留の一般的工法で

ある。 

岩盤施工に対して、ﾛｯｸｵｰｶﾞｰで

の施工が必要となる。 

現場の作業ｽﾍﾟｰｽが狭く、施工不

可能である。 

  

鋼管を埋殺す必要があり、鋼矢

板土留め型に比べ、経済性に劣

る。 

岩盤施工に対して、ﾛｯｸｵｰｶﾞｰで

の施工が必要となる。 

  

坑の施工精度が悪く、補助工法

の併用が必要である。 

また、2 列配置となり割高とな

る。 

岩盤施工に対して、ﾛｯｸｵｰｶﾞｰで

の施工が必要となる。 

  

施工規模が小さく、経済性に劣

る。 

泥水処理ﾌﾟﾗﾝﾄが必要であり、施

工ｽﾍﾟｰｽが広い。 

  

周辺に家屋等の構造物があり影

響が心配される場合に採用され

る。 

岩盤施工に対して、ﾛｯｸｵｰｶﾞｰで

の施工が必要となる。 

  
  

岩盤地山に対しては施工不可能

である。 
狭い作業ｽﾍﾟｰｽで施工が可能で

あるため、交通および周辺への

影響が小さい。補助工法の併用

を必要とするが、掘削地山が岩

盤であるため、自立性が高く、

安全確実に施工できる。 

土留め壁が大掛かりである。経

済性に劣る。 

岩盤地山に対しては施工不可能

である。 

連続土留めは不可。 

  
 資料提供 （有）ソリデンス 


